
調査の概要

景 況 判 断

　本調査は、企業活動の現状と先行き見
通しに対する経営者の判断を調査し、経
済・財政政策運営の基礎資料を得ること
を目的として、統計法に基づく一般統計
調査として年４回（２、５、８、11月）実施。

【調査の目的】

現状判断は「上昇」と「下降」の均衡、
先行きは「上昇」超で推移する見通し

沖縄県内に所在する資本金、出資金又は基金（以下、
資本金という）１千万円以上（電気・ガス・水道及び金
融業、保険業は１億円以上）の法人

調査対象企業数及び回収状況は次のとおりである。
・対象企業数：130社
・回答企業数：121社
・回収率：93.1％

【調査対象企業の範囲】

【調査対象期間】

【調査の時点】平成26年5月15日
（単位：社）

企業の景況判断ＢＳⅠ（原数値） －

～

26年1～3月
前回調査

26年4～6月
現状判断

26年7～9月
見通し

26年10～12月
見通し

合場の」断判況景「 例
前期と比べて
「上昇」と回答した
企業の構成比･･･40.0％
「不変」と回答した
企業の構成比･･･25.0％
「下降」と回答した
企業の構成比･･･30.0％
「不明」と回答した
企業の構成比････ 5.0％

BSI＝（「上昇」と回答した
　　　企業の構成比 40.0％）
　  －（「下降」と回答した
　　　企業の構成比 30.0％）
　  ＝10.0％ポイント

BSIの計算法
（Business Survey Index）

93.1
94.1
92.9
100.0
100.0
100.0
94.4
86.4
95.2
92.3
92.9

121
16
105
21
10
6
17
19
20
36
65

130
17
113
21
10
6
18
22
21
39
70

14 .0

31 .3

18 .2

11 .4

9 .5

30 .0

50 .0

23 .5

0 .0

0 .0

2 .8

24 .6

27 .3

25 .0

18 .2

27 .6

14 .3

30 .0

50 .0

52 .9

42 .1

10 .0

27 .8

32 .3

（12.7）

（26.7）

（14.3）

（10.5）

（0.0）

（18.2）

（▲28.6）

（26.3）

（7.1）

（15.0）

（13.3）

（11.7）

0.0

0 .0

0 .0

0 .0

14 .3

▲ 10.0

0 .0

▲ 17.6

0 .0

20 .0

▲ 25.0

7 .7

18 .2

20 .0

▲ 14.3

17 .9

33 .3

27 .3

14 .3

5 .3

21 .4

5 .0

33 .3

15 .0

（▲13.6）

（6.7）

（0.0）

（▲16.8）

（▲27.8）

（0.0）

（▲28.6）

（▲26.3）

（0.0）

（5.0）

（▲36.7）

（▲8.3）

全産業

製造業

非製造業

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

第
41
回

（
平
成
26
年
４
〜
６
月
調
査
）

企業の景況判断ＢＳⅠ（％ポイント）

判断項目：26年4～6月期及び6月末見込み
26年7～9月期及び9月末見通し
26年10～12月期及び12月末見通し

計数項目：26年度上期実績見込み
26年度下期見通し

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

23年
10～12月

24年
1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

25年
1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

26年
1～3月 4～6月

（現状判断）
7～9月
（見通し）

10～12月
（見通し）

（現状判断） （見通し）

11
財務部
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雇　　用

売 上 高

経常利益

設備投資

現状判断は「不足気味」超、
先行きも「不足気味」超の見通し

26年度は増収見通し
（注:石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く）

26年度は増益見通し
（注:石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く）

26年度は減少見通し
（注:ソフトウェア投資額を含み、土地購入額を除く）

全産業 製造業 非製造業

～

－

－～

全産業 製造業 非製造業

全産業 製造業 非製造業

全産業 製造業 非製造業

26年3月末
前回調査

26年6月末
現状判断

26年9月末
見通し

26年12月末
見通し

16.0
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16 .3

23 .8

20 .0

16 .7

11 .8

27 .8

5 .0

17 .1

18 .8

4 .1
11 .0
3 .5
3 .0
0 .2
4 .4
4 .0
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3 .7
2 .9
3 .7
5 .6
3 .3

▲ 2.6
4 .5
3 .7

3 .9
7 .0
3 .6
4 .0
1 .7
0 .7
4 .2
4 .6

（2.9）
（8.7）
（2.5）
（▲2.7）
（2.3）
（1.8）
（4.2）
（4.5）

5.6
－
－

5.3
－
－

5.5
－
－

（4.6）

－～

13.8
20 .0
12 .7
20 .4
18 .0
420.7
▲ 0.9

黒字転化

▲ 5.3
▲ 75.2
▲ 1.9
▲ 68.7
12 .9

▲ 21.5
4 .1
1 .1

3 .4
▲5.9
4 .4

▲27.0
15.3
▲0.6
1 .5
28 .4

（8.7）
（74.5）
（4.8）
（▲31.7）
（8.1）
（0.0）
（6.2）
（10.8）

18.9
－
－

▲ 7.0
－
－

2.5
－
－

（29.8）

18.5

13.3

19 .2

33 .3

30 .0

16 .7

11 .8

27 .8

5 .0

17 .1

23 .4

（7.3）

（6.7）

（7.4）

（16.7）

（18.2）

（0.0）

（5.3）

（7.7）

（5.0）

（16.7）

（3.4）

20.2

13.3

21 .2

28 .6

30 .0

33 .3

11 .8

27 .8

5 .0
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25 .7
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0 .0

21 .1

23 .1
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30 .0

28 .8

（6.4）

（0.0）

（7.4）

（22.2）

（9.1）

（0.0）

（5.3）

（7.7）

（5.0）

（16.7）

（1.7）

▲ 17.1
▲ 28.6
▲ 39.7
▲ 13.2
▲ 16.9

9 .2
14 .5
18 .8

▲ 9.8
▲ 24.4
▲ 12.9
▲ 9.3
▲ 68.8
612.2
▲ 42.9
91 .4

▲14.0
▲26.8
▲28.8
▲11.5
▲50.0
114.8
▲12.2
42.4

（▲8.7）
（3.6）
（▲17.0）
（▲8.4）
（▲45.4）
（182.8）
（▲14.1）
（▲71.3）

▲ 19.6
▲ 40.1
▲ 16.0

▲ 12.7
▲ 11.8
▲ 12.9

▲16.7
▲28.6
▲14.7

（▲16.9）
（▲16.7）
（▲16.9）26年度 上期 下期

26年度 上期 下期

26年度 上期 下期

2.9

▲14.0
▲9.8

▲24.4

▲12.9
▲17.1

▲28.6

▲39.7

▲26.8▲28.8

3.9

3.4 4.4
13.8 20.0

12.7

▲5.9 ▲5.3 ▲1.9

▲75.2

7.0

3.6 3.7 3.7 4.1

11.0

3.5

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

23年
12月末

24年
3月末 6月末 9月末 12月末

25年
3月末 6月末 9月末 12月末

26年
3月末 6月末

（現状判断）
9月末
（見通し）

12月末
（見通し）

不
足
気
味

過
剰
気
味

（現状判断） （見通し）
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那覇第２地方合同庁舎　２号館

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

受　

付

正面入口

行政情報プラザ

消費者の部屋

22
農林水産部

平
成
26
年
度「
消
費
者
の
部
屋
」特
別
展
示
に
つ
い
て

〜
年
間
11
回
開
催
予
定
〜

６月２日（月）～６日（金）に開催された「食育パネル展」

フードサンプルに
よる献立例や食
事バランスガイド
（模型）などの
展示

ＢＭＩ測定の様子

農林水産部では、消費者の皆様とのコミュ
ニケーションを深めるために、庁舎１階に「消
費者の部屋」を設置し、農林水産行政、農業生
産、食生活等に関する情報をパネル展示やパン
フレット提供などにより行っております。
この常設の展示に加え、農林水産業の各種イ
ベントや月間等に合わせた特別展示を毎年度
実施しており、６月は食育月間に合わせて食育
パネル展を開催しました。
パネル展では、日頃の食生活を見直し、改善
につなげるため、バランスの取れた１日の献立
例などの展示のほか、ＢＭＩスケールによる肥
満度測定コーナーなどを設けました。

平成26年度は７月以降も下記スケジュールで、農林水産物・食品を始め様々な展示を予定して
います。パネル展示のほか、ビデオ上映、食品の試食など農林水産業の「いま」を知っていただ
けるコーナーも準備しておりますので、どうぞお気軽にお越しください。

期　　間 特別展示名

7月22日（火）～ 7月25日（金） 沖縄における農業農村整備事業

10月20日（月）～10月24日（金） 統計データから見た沖縄の農林水産業

10月27日（月）～10月31日（金） 沖縄県内の薬用作物

11月 5日（水）～11月 7日（金） 沖縄県産きのこパネル展

11月25日（火）～11月28日（金） 沖縄地域６次産業化推進パネル展

12月 8日（月）～12月12日（金） 都市農村交流事例紹介パネル展

1月19日（月）～ 1月23日（金） 沖縄黒糖のパネル展

1月26日（月）～ 1月30日（金） 沖縄ブランド豚のパネル展

2月 2日（月）～ 2月 6日（金） 沖縄農林水産物の輸出の状況と取組

2月23日（月）～ 2月27日（金） 食品表示と食品トレーサビリティ制度パネル展
＊特別展示スケジュールは、都合により変更になる場合があります。

特別展示は、「消費者の部屋」及び隣接する
「行政情報プラザ」を利用したスペースで開催
してまいります。
毎回、沖縄総合事務局ホームページでご案内
してまいります。
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33
開発建設部
「
社
会
整
備
事
業
の
見
え
る
化
」（
事
業
計
画
・
工
程
表
）に
つ
い
て

「
社
会
資
本
整
備
事
業
の
見
え
る
化
」
と
し
て
社
会
資
本
整
備
の
進
捗
状
況
を
分
か
り
や
す
く
示
す
、
見
通
し
を
示
す
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
事
業
内
容
を
示
し
た
事
業
計
画
お
よ
び
目
標
、
進
捗
状
況
、
見
通
し
等
を
記
載
し

た
工
程
表
を
公
表
し
ま
し
た
。

沖
縄
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に
は
、
沖
縄
の
優

位
性
を
活
か
し
た
自
立
型
経
済
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
え
る
社
会
資
本

整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
事
業
を
本

格
的
に
進
め
、
那
覇
北
道
路
・
若
狭
港
町
線
を
新

規
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
道
路
、
港
湾
、
空
港
、

公
園
事
業
な
ど
の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
さ
て
、
沖
縄
の
振
興
・
発
展
の
戦
略
や
道

筋
等
を
立
て
る
に
は
、
下
部
構
造
の
社
会
資
本
整

備
と
合
わ
せ
て
上
部
構
造
の
社
会
・
経
済
活
動
等

が
上
手
に
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
沖
縄
県
が
目
標
に
掲
げ
て
い
る
入
域

観
光
客
一
千
万
人
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
観

光
施
設
な
ど
の
誘
致
に
お
い
て
空
港
、
港
湾
、
道

路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
と
連
携
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
決
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
展
開
等
の
情

報
共
有
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
は
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り

と
し
て
常
に
広
く
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ 

け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、「
社
会
資
本
整
備
事
業
の
見
え
る
化
」

と
し
て
社
会
資
本
整
備
の
進
捗
状
況
を
分
か
り
や

す
く
示
す
、
見
通
し
を
示
す
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
道
路
、ダ
ム
、港
湾
、空
港
、

公
園
、
営
繕
、
防
災
、
そ
の
他
の
８
分
野
に
つ
い

て
事
業
内
容
を
示
し
た
事
業
計
画
お
よ
び
目
標
、

進
捗
状
況
、
見
通
し
等
を
記
載
し
た
工
程
表
を
公

表
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
年
度
毎
に
達
成
状
況
を
確
認
し
目
標

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
進
捗
管
理
を
徹
底
し
、

工
期
の
短
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

詳
細
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局

開
発
建
設
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

dc.ogb.go.jp/kaiken/11229/index.htm
l

）
に

て
確
認
下
さ
い
。

社会資本整備事業の見える化 沖縄総合事務局

◆事業計画
・概要、H26年度事業内容、位置図、ポンチ図、写真等を記載

◆工程表
○H25年度の成果等
　・H25年度における事業等の進捗等の成果を記載（△△供用済、▲▲促進、□□実施、など）
○H26年度の成果目標等
　・H26年度における事業等の進捗等の目標を記載（△△供用予定、▽▽新規事業化、▲▲促進、□□実施、など）
○事業等の見通し
　・供用目標等をバーチャートで表示（H25年度～H31年度以降）（凡例は下図参照）
○備考
　・これまでの成果、全体の目標、その他の参考情報を記載

○事業等の見通しは、標準的な工程を想定した場合の目安。今後の予算状況や施工上の条件変化等により変更の可能性がある。
（例）用地取得時における土地所有者調査・関係者調整の長期化、地元調整や環境配慮等のための工程調整、関係機関・

隣接事業との調整、など

例

例

15  Muribushi 2014年7月★8月   　



44
運　輸　部

伊
平
屋
〜
運
天
港
航
路
に

　
　
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」が
就
航

沖
縄
本
島
周
辺
の
島
々
の
中
で
最
北
端
に

位
置
す
る
島
・
伊
平
屋
島
は
、
ウ
ン
ジ
ャ
ミ

等
の
沖
縄
古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
が
数
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
天
然
記
念
物
と

し
て
知
ら
れ
る
念
頭
平
松
な
ど
を
始
め
、
歴

史
、
祭
り
、
自
然
豊
か
な
伊
平
屋
村
の
魅
力

を
い
か
し
た
観
光
や
、
伊
平
屋
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
伊
平
屋
島
へ
は
今
帰
仁
村
の
運
天
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
１
日
２
往
復

運
航
し
て
い
ま
す
が
、
伊
平
屋

島
ま
で
の
航
路
は
波
が
荒
い
こ

と
で
知
ら
れ
、
北
か
ら
の
風
が

強
く
な
る
冬
季
に
は
度
々
欠
航

す
る
こ
と
か
ら
、
伊
平
屋
村
民

は
フ
ェ
リ
ー
の
安
定
運
航
の
確

保
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
伊
平
屋
島
と
運

天
港
を
結
ぶ
航
路
に
、
平
成
７

年
か
ら
18
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
っ
て
就
航
し
て
い
ま
し

た
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
」（
総
ト

ン
数
４
９
８
ト
ン
・
旅
客
定
員

３
０
０
名
）
に
代
わ
り
、
平
成

26
年
４
月
１
日
よ
り
新
船「
フ
ェ

リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
が
就
航
し
ま

し
た
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や

Ⅲ
」
は
全
長
76
ｍ
、
総
ト
ン
数

７
５
６
ト
ン
、
最
大
旅
客
定
員
４
５
０
名
と

旧
船
よ
り
一
回
り
大
型
化
さ
れ
、
横
揺
れ
を

軽
減
す
る
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
装
備

に
よ
り
、
波
に
強
く
安
定
性
に
優
れ
る
こ
と

か
ら
快
適
か
つ
安
心
、
安
全
な
船
旅
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
設
備
や
船
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
に
よ
り
、
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
に
も

配
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
の
造
船
所
か
ら
伊
平
屋
島
の
前
泊

港
に
入
港
し
た
３
月
30
日（
日
）に
は
多
く
の

伊
平
屋
村
の
皆
さ
ん
が
港
に
駆
け
つ
け
、
婦

人
会
や
青
年
団
に
よ
る
舞
踊
や
エ
イ
サ
ー
で

賑
や
か
に
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
の
就
航

を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
12
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た

「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
就
航
記
念
式
典
・
祝
賀

会
」
で
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
集

ま
り
、
伊
平
屋
村
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
船

就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
船
名
に
「
Ⅲ
」
と
あ
る
の
は
、

村
の
歴
代
の
船
で
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
（
伊

平
屋
）」
の
名
を
冠
す
る
船
が
こ
れ
で
三
代
目

と
な
る
こ
と
か
ら
、
伊
平
屋
村
野
甫
小
中
学

校
の
生
徒
６
名
に
よ
り
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や

Ⅲ
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
の
就
航
に

よ
り
海
上
輸
送
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
安
定
的
な
物
資
運

搬
、伊
平
屋
村
の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も

に
多
く
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

フェリーいへやⅢ（写真提供：伊平屋村）

フェリーいへやⅢ就航記念式典・祝賀会（写真提供：伊平屋村）

　　　　2014年7月★8月   Muribushi　16


